
1

2

3

1

2

01 地域の支えあい

基本計画② 01

項 01 目 01予 算 事 業 名 会計コード 01 款 04

現 状 と 背 景

（ ど う し て ）

住民の健康状態を管理しながら、保健業務をおこなっている。

事業 02一般経費

目

的

対

象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

市民

対 象
（ 直 接 働 き か け

る ）

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（主要事務事業用） 04030101

事務事業名 一般経費 事業期間 年度 係内番号

【一般会計】 整理番号

～ 01

担 当 部 署 健康福祉部 健康づくり推進課 健康総務係 連絡先 330

計

画

（

Ｐ

L

Ａ

Ｎ

）

政

策

番

号

01

基

本

計

画

体

系

項目 計画CD

地域の支えあい

実行計画 05 がん対策健康づくり計画（一般会計分）

施策の柱の名称
実行計画

の施策の

柱におけ

る指標と

の関連度

中
基本計画①

事 務 事 業 の 概要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

地域住民の健康保持と医療の確保のための一般経費

市民

意 図
（どんな状態にしたいか）

市民が日々健康に過ごせるよう、また、病気等の早期発見、早期治療に繋げる。

手 段 ・ 方 法

（ ど う や っ て）

検診データや、予防接種履歴等を管理するシステムでの個人情報管理、受診対象者抽出。受診案内や、未受診者への
勧奨通知の発送。

評

価

指

標

の

作

成

活

動

指

標

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

健康カルテを活用した個人情報管理

変更

履歴

個人情報管理 ％ 住基人口÷個人情報登録人数 100

受診案内発送、未受診勧奨通知発送 通知発送 ％ 対象者数 100

最終目標値

がん検診受診者を増やす がん検診受診者数 人 8,000

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

がん検診受診者数成

果

指

標

成果・効果は何？ 指 標 名 称 単 位

変更

履歴

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）
項 目 単位 2018年度（H30） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

事 業 費 等 (a) 円 15,494,278 10,349,000

県 支 出 金 円

国 庫 支 出 金 円

その他特定財源 円

地 方 債 円

実績 100

活
動
指
標

個人情報管理

目標
％

100 100 

一 般 財 源 円 15,494,278 10,349,000

財

源

内

訳

－　達成率 ％ 100.00 －　 －　 －　

100

目標
％

100 100

実績

実績

－　 －　

－

目標
－

通知発送
達成率 ％ 100.00 －　 －　

実績 7,186

－　

成
果
指
標

がん検診受診者数

目標
人

8,000 8,000

達成率 ％ －　 －　 －　 －　

－　

－

目標
－

実績

達成率 ％ 89.83 －　 －　 －　

達成率 ％ －　 －　 －　 －　 －　

備

考

施策の
柱CD

0101

0101

0101

計画名称

地域福祉計画

地域福祉計画



事務事業名 一般経費 事業期間 年度 係内番号～ 01

担 当 部 署 健康福祉部 健康づくり推進課 健康総務係 連絡先 330

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

新年度の

実施計

画・予算

要求事項

（改革・

改善策）

事

中

評

価 課長評価日

2022年度

当年度開
始後、約
５ヶ月が経
過し、新た
に生じた問
題点や環
境の変化

成

果
翌年
度
方向
性

コスト

2022年度
成

果

指

標

分

析

（

変

動

要

因

）

成果指標を検診の一部で
あるがん検診の受診者数
にしているが、健康カルテ
を利用し、対象者の抽出
や、受診票の印刷などを行
い、多岐にわたり活用して
いる。
対象者の抽出を確実に行
い、受診者数の増加に結
び付いている。

　

事

　

後

　

評

 
価

（

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

K

）

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

総

合

評

価

成
　
果

検診を受けて、要精密検
査になる人もいるので、が
ん等病気の早期発見、治
療につながった。地域住民
の健康増進につながって
いる。

課
　
題

がん検診の必要性を広報
等でお知らせしているが、
自覚症状がない定期的に
通院している、仕事が忙し
い等の理由から、受診者
数が伸びない

現状維持
翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

最終評価年月日 2019年5月17日

作成担当者 今井　由香

改

革

・

改

善

の

方

向

性

（

Ａ

Ｃ

Ｔ

）

成

果

や

コ

ス

ト

の

方

向

性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

一般経費の中では、健康
管理システムの保守やリー
ス料及び賃金の経費が多
い。健康カルテでは、各種
健診の申込者や受診者管
理を行っている。今後も、
がん検診等各種健診を行
うためには、必要な経費で
あり、現状維持とする。賃
金、負担金についても、正
規職員の欠員等、保健業
務全般にわたる経費のた
め、現状維持が必要であ
る。

現状維持

最終評価責任者 栁澤　澄子



1

2

3

1

2

施策の
柱CD

0101

0101

0101

計画名称

地域福祉計画

地域福祉計画

達成率 ％ －　 －　 －　 －　 －　

備

考

目標
－

実績

達成率 ％ 95.90 －　 －　 －　

実績 19,180

－　

成
果
指
標

健診・検診受診者数

目標
人

20,000 20,000

達成率 ％ －　 －　 －　 －　

－　

－

実績

－　 －　

－

目標
－

－
達成率 ％ －　 －　 －　

達成率 ％ 100.00 －　 －　 －　

目標
－

実績

実績 1

活
動
指
標

発行回数

目標
回

1 1 

一 般 財 源 円 827,160 1,030,000

財

源

内

訳

－　

その他特定財源 円

地 方 債 円

国 庫 支 出 金 円

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）
項 目 単位 2018年度（H30） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

事 業 費 等 (a) 円 827,160 1,030,000

県 支 出 金 円

成

果

指

標

成果・効果は何？ 指 標 名 称 単 位

変更

履歴

最終目標値

健診・検診の受診者の増加 健診・検診受診者数 人 20,000

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

がん、B・C、レントゲン、緑内、歯、20歳
歯科、75歳、の受診者数

市民

意 図
（どんな状態にしたいか）

自分が将来何らかの病気にかかるかもしれないという事を認識し、定期的に健診を受診することをライフスタイルに
組み込むことにより、自分自身の健康管理ができること。
・必要なときに、情報を的確に知ることができる。

手 段 ・ 方 法

（ ど う や っ て）

毎年３月に健康カレンダーの発行（各種検診・健診申し込み書添付）広報・ホームページ・びーなチャンネルなどを
通じて健康に関する啓発を行う。

評

価

指

標

の

作

成

活

動

指

標

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

健康カレンダー発行

変更

履歴

発行回数 回 1

担 当 部 署 健康福祉部 健康づくり推進課 健康総務係 連絡先 330

計

画

（

Ｐ

L

Ａ

Ｎ

）

政

策

番

号

01

基

本

計

画

体

系

項目 計画CD

地域の支えあい

実行計画 05 がん対策健康づくり計画（一般会計分）

施策の柱の名称
実行計画

の施策の

柱におけ

る指標と

の関連度

中
基本計画①

事 務 事 業 の 概要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

保健事業の的確な情報の伝達・啓発のため、健康カレンダー等を発行し広く市民の検診（健診）への呼びかけを行い
疾病予防対策を行っている。

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（主要事務事業用） 04030102

事務事業名 一般事業費 事業期間 年度 係内番号

【一般会計】 整理番号

～ 02

01 地域の支えあい

基本計画② 01

項 01 目 01予 算 事 業 名 会計コード 01 款 04

現 状 と 背 景

（ ど う し て ）

普段の生活のなかでは、健康に対する認識が薄く食生活及び生活習慣の乱れから疾病予防対策が必要であると考えて
います。このことから、市民に対しての健康意識の高揚を図る啓発を行う。

事業 03一般事業費

目

的

対

象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

市民

対 象
（ 直 接 働 き か け

る ）



担 当 部 署 健康福祉部 健康づくり推進課 健康総務係 連絡先 330

事務事業名 一般事業費 事業期間 年度 係内番号～ 02

最終評価責任者 栁澤　澄子

最終評価年月日 2019年5月17日

作成担当者 今井　由香

改

革

・

改

善

の

方

向

性

（

Ａ

Ｃ

Ｔ

）

成

果

や

コ

ス

ト

の

方

向

性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

健康カレンダー、各種検診
のお知らせは、市民にとっ
て必要不可欠であるため、
コストは現状維持とする。
印刷の内容について、より
各種健診を受診していただ
けるように、お知らせの工
夫ができないか、早い段階
から、他市町村の状況を聞
く中で検討していく。

現状維持

現状維持
翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

課
　
題

各種検診のご案内を、年
に1回広報と一緒に配布し
ているが、入区者以外の
人はコンビニ等に取りに行
くようになるため、意識が
高い人以外は、手にとるこ
とがない。

　

事

　

後

　

評

 
価

（

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

K

）

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

総

合

評

価

成
　
果

各種検診のご案内を配布
し、市で行っている検診の
周知を行い、健診受診を促
すことで、病気の早期発
見、治療に繋げることがで
きた。

コスト

2022年度
成

果

指

標

分

析

（

変

動

要

因

）

前年度実績を目標値とした
が、各検診では増加してい
るものが多い。定期的に医
療機関を受診している人も
多く、診療時に血液検査、
尿検査等を受けていること
から、40歳未満と特定健診
は受診者数が減少した。

事

中

評

価 課長評価日

2022年度

当年度開
始後、約
５ヶ月が経
過し、新た
に生じた問
題点や環
境の変化

成

果
翌年
度
方向
性

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

新年度の

実施計

画・予算

要求事項

（改革・

改善策）



1

2

3

1

2

01 複数の柱にまたがる事業

基本計画② 01

項 01 目 03予 算 事 業 名 会計コード 01 款 04

現 状 と 背 景

（ ど う し て ）

昭和60年より死亡原因の１位は悪性新生物で変わらず推移。早期発見、治療のため、疾病への意識付けを、検診受診
に結びつけることが必要。検診受診率低迷している。
また、癌の罹患が若年化（特に女性）してきているにも関わらず受診率が低い。

事業 03各種がん検診

目

的

対

象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

市民

対 象
（ 直 接 働 き か け

る ）

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（主要事務事業用） 04030109

事務事業名 各種がん検診事業 事業期間 年度 係内番号

【一般会計】 整理番号

～ 09

担 当 部 署 健康福祉部 健康づくり推進課 健康総務係 連絡先 330

計

画

（

Ｐ

L

Ａ

Ｎ

）

政

策

番

号

01

基

本

計

画

体

系

項目 計画CD

複数の柱にまたがる事業

実行計画 05 がん対策健康づくり計画（一般会計分）

施策の柱の名称
実行計画

の施策の

柱におけ

る指標と

の関連度

高
基本計画①

事 務 事 業 の 概要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

・胃がん検診（集団・病院）：胃バリウム検査
・大腸がん検診（集団・病院）：便潜血反応検査
・子宮頸がん検診（病院）：細胞診
・乳がん検診：マンモグラフィー検診（集団・病院）

市民

意 図
（どんな状態にしたいか）

早期発見、早期治療をすすめる。

手 段 ・ 方 法

（ ど う や っ て）

・各世帯に検診のご案内を配布。広報ちの、回覧板、ホームページ等で周知する。
・申し込み者に案内通知を送る。検診期間中は随時検診のＰＲを行う。
・40,50,60歳の方には検診無料券を配り、受診のきっかけにしてもらう。

評

価

指

標

の

作

成

活

動

指

標

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

検診受診の推進

検診受診の啓発 広報掲載回数 回 1

変更

履歴

無料券の配布 回
40歳・50歳・60歳に各種検診が無料で受け
られる券を配布する。

1

検診受診の推進 検診票の配布 回
40歳・50歳・60歳には、申込み前から検診
票を送り、検診受診をしやすくする。

1

最終目標値

検診受診率の向上 検診受診率（国保） ％ 20

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

受診者数÷対象者数（4月初旬時点の国保加
入者のうち、検診の対象年齢者数）

成

果

指

標

成果・効果は何？ 指 標 名 称 単 位

変更

履歴

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）
項 目 単位 2018年度（H30） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

事 業 費 等 (a) 円 35,608,396 37,338,000

県 支 出 金 円

国 庫 支 出 金 円

その他特定財源 円 1,722,400 1,930,000

地 方 債 円

実績 1

活
動
指
標

無料券の配布

目標
回

1 1 

一 般 財 源 円 33,885,996 35,408,000

財

源

内

訳

－　達成率 ％ 100.00 －　 －　 －　

1

目標
回

1 1

実績

実績 1

－　 －　

広報掲載回数

目標
回

1 1

検診票の配布
達成率 ％ 100.00 －　 －　

実績 未確定

－　

成
果
指
標

検診受診率（国保）

目標
％

20 20

達成率 ％ 100.00 －　 －　 －　

－　

－

目標
－

実績

達成率 ％ #VALUE! －　 －　 －　

達成率 ％ －　 －　 －　 －　 －　

備

考

施策の
柱CD

0000

0000

0101

計画名称

地域福祉計画

地域福祉計画



事務事業名 各種がん検診事業 事業期間 年度 係内番号～ 09

担 当 部 署 健康福祉部 健康づくり推進課 健康総務係 連絡先 330

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

新年度の

実施計

画・予算

要求事項

（改革・

改善策）

事

中

評

価 課長評価日

2022年度

当年度開
始後、約
５ヶ月が経
過し、新た
に生じた問
題点や環
境の変化

成

果
翌年
度
方向
性

コスト

2022年度
成

果

指

標

分

析

（

変

動

要

因

）

大腸がん検診（病医院）の
受診者数が全ての年代で
増加した。昨年度に引き続
き、大腸がん検診の受診
票を特定健診受診票に同
封したことが効果的であっ
たと思われる。また、
40.50.60歳への無料券の
配布により、受診者数は前
年に比べ177人増加してい
る。

　

事

　

後

　

評

 
価

（

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

K

）

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

総

合

評

価

成
　
果

回覧などを通した検診の
PRは効果的であると思わ
れ、継続していく。

課
　
題

がん対策の目的は74歳以
下のがん死亡率低下であ
り、若い年代の人に検診を
受けてもらう必要がある。
受診者が減少した乳房の
がん検診について、対策
が必要。

現状維持
翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

最終評価年月日 2019年5月17日

作成担当者 丹羽　朱里

改

革

・

改

善

の

方

向

性

（

Ａ

Ｃ

Ｔ

）

成

果

や

コ

ス

ト

の

方

向

性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

随時申し込みがあるため、
素早い発送を行い受診率
向上に繋げる。手元に検
診票が届くと、受診してくれ
る可能性が高くなると思わ
れるため、申し込みが必要
ない検診については、対象
者へ通知を出し、受診して
もらうよう努める。

現状維持

最終評価責任者 栁澤　澄子



1

2

3

1

2

01 複数の柱にまたがる事業

基本計画② 01

項 01 目 03予 算 事 業 名 会計コード 01 款 04

現 状 と 背 景

（ ど う し て ）

特定健診やがん検診の受診率がなかなか上がらないことや、健康イベントや講座の参加者も固定化し、新たな参加者
が集まりにくいなどの状況があるために動機づけとして実施したい。また、国保の保険者努力支援制度でも、健康づ
くりに取り組むための個人のインセンティブ提供が求められている。

事業 08健康づくりポイント事業

目

的

対

象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

市民

対 象
（ 直 接 働 き か け

る ）

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（主要事務事業用） 04030112

事務事業名 健康づくりポイント事業 事業期間 年度 係内番号

【一般会計】 整理番号

2018 ～ 12

担 当 部 署 健康福祉部 健康づくり推進課 健康総務係 連絡先 330

計

画

（

Ｐ

L

Ａ

Ｎ

）

政

策

番

号

01

基

本

計

画

体

系

項目 計画CD

複数の柱にまたがる事業

実行計画 05 がん対策健康づくり計画（一般会計分）

施策の柱の名称
実行計画

の施策の

柱におけ

る指標と

の関連度

中
基本計画①

事 務 事 業 の 概要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

特定健診・がん検診を受診、保健指導を受ける、ダイエット講座、健康イベントに参加、健康講座に参加等でポイン
トを付与し、５ポイントで参加賞を進呈し、抽選で健康グッズ等が当たる。

市民

意 図
（どんな状態にしたいか）

積極的に健康づくりに取り組む市民が増える

手 段 ・ 方 法

（ ど う や っ て）

特定健診やがん検診等の受診、保健指導を受ける、ダイエット講座、健康イベントや講座に参加、禁煙外来に受診、
献血、市内の飲食店で野菜たっぷりメニューを味わう等でポイントがつく。５ポイント集めて応募していただくと全
員に参加賞を進呈。３月には抽選で６０人に健康グッズが当たる。

評

価

指

標

の

作

成

活

動

指

標

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

健康づくりに積極的に取り組んだ応募
者数

変更

履歴

応募者数 人 応募した人数 200

最終目標値

ポイント事業に参加して健康に対する
意識が変わった人の割合

健康意識が変わった率 ％ 85

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

健康意識が変わった人÷応募した人成

果

指

標

成果・効果は何？ 指 標 名 称 単 位

変更

履歴
2018年度で目標85％を達成したため、2019年度からは90％を目標とする

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）
項 目 単位 2018年度（H30） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

事 業 費 等 (a) 円 1,041,403 618,000

県 支 出 金 円

国 庫 支 出 金 円

その他特定財源 円

地 方 債 円

実績 281

活
動
指
標

応募者数

目標
人

200 400 

一 般 財 源 円 1,041,403 618,000

財

源

内

訳

－　達成率 ％ 140.50 －　 －　 －　

目標
－

実績

実績

－　 －　

－

目標
－

－
達成率 ％ －　 －　 －　

実績 87

－　

成
果
指
標

健康意識が変わった率

目標
％

85 90

達成率 ％ －　 －　 －　 －　

－　

－

目標
－

実績

達成率 ％ 102.35 －　 －　 －　

達成率 ％ －　 －　 －　 －　 －　

備

考

施策の
柱CD

0000

0000

0101

計画名称

地域福祉計画

地域福祉計画



事務事業名 健康づくりポイント事業 事業期間 年度 係内番号2018 ～ 12

担 当 部 署 健康福祉部 健康づくり推進課 健康総務係 連絡先 330

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

新年度の

実施計

画・予算

要求事項

（改革・

改善策）

事

中

評

価 課長評価日

2022年度

当年度開
始後、約
５ヶ月が経
過し、新た
に生じた問
題点や環
境の変化

成

果
翌年
度
方向
性

コスト

2022年度
成

果

指

標

分

析

（

変

動

要

因

）

ポイントを貯めながら、楽し
く健康づくりをすることで、
健康に関する意識が高
まった。

　

事

　

後

　

評

 
価

（

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

K

）

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

総

合

評

価

成
　
果

ポイント事業初年度では
あったが、予想以上の応募
があり、健康に対する意識
が変わった人がほとんど
だった。病気予防の効果が
期待できる。

課
　
題

広報等で周知を行ったが、
市民の関心が低いため、
更なる周知が必要。

拡充
翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

最終評価年月日 2019年5月17日

作成担当者 今井　由香

改

革

・

改

善

の

方

向

性

（

Ａ

Ｃ

Ｔ

）

成

果

や

コ

ス

ト

の

方

向

性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

・事業の内容が広く住民に
知れ渡り、参加者増を見込
んでいる。健康に対する意
識改善が予防につながる
ことで、医療費の抑制につ
ながっていく。
・健康意識の変容だけでな
く、特定健診の受診率や、
各講座の参加者数の増加
につながっているか効果検
証をしていく必要がある。
・参加者数増加による参加
賞の追加発注、応募用紙
の印刷増などにより、コス
ト拡大の見通し。

拡大

最終評価責任者 栁澤　澄子



1

2

3

1

2

01 複数の柱にまたがる事業

基本計画② 01

項 01 目 03予 算 事 業 名 会計コード 01 款 04

現 状 と 背 景

（ ど う し て ）

生活習慣病の増加およびそれに伴う医療費の増加が問題となっている。生活習慣病は、繰り返される生活習慣により
発症し、短期で発症するものではない。生活習慣病を予防するには、健診を受ける事、受けた結果を活用し予防に役
立てる事が大切となる。健康手帳等に健診結果をつづり、経過を確認していくことで、生活習慣病等の予防につなげ
る。

事業 01健康増進総務事業

目

的

対

象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

市民

対 象
（ 直 接 働 き か け

る ）

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（主要事務事業用） 04030205

事務事業名 健康増進総務事業 事業期間 年度 係内番号

【一般会計】 整理番号

2013 ～ 05

担 当 部 署 健康福祉部 健康づくり推進課 健康推進係 連絡先 330

計

画

（

Ｐ

L

Ａ

Ｎ

）

政

策

番

号

01

基

本

計

画

体

系

項目 計画CD

複数の柱にまたがる事業

実行計画 05 がん対策健康づくり計画（一般会計分）

施策の柱の名称
実行計画

の施策の

柱におけ

る指標と

の関連度

低
基本計画①

事 務 事 業 の 概要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

市で実施している健診・検診受診者や希望者に健康手帳を配布し、健診結果をファイリングしたり、血圧等の自身の
変化を記録することにより、生活習慣病予防や健康づくりに役立てていただく。

同上

意 図
（どんな状態にしたいか）

健診結果を経年的に見ていくことは、健康づくり・疾病の早期発見にとって重要なこと。このような人が増える事
で、健康に関心を持つ人が増え、健診受診者や健康に気をつける人が増加すると考える。

手 段 ・ 方 法

（ ど う や っ て）

市の健診・がん検診・歯科検診等の各種検診受診者や希望者に、健診受診時や保健福祉サービスセンターおよび健康
管理センターで健康手帳を配布し説明する。

評

価

指

標

の

作

成

活

動

指

標

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

健康手帳の配布機会

変更

履歴

配布事業数 事業 手帳を配布した事業の数 16

最終目標値

健康手帳の配布数 配布数 冊 400

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

手帳を配布した人数成

果

指

標

成果・効果は何？ 指 標 名 称 単 位

変更

履歴

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）
項 目 単位 2018年度（H30） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

事 業 費 等 (a) 円 404,621 729,000

県 支 出 金 円

国 庫 支 出 金 円

その他特定財源 円

地 方 債 円

実績 12

活
動
指
標

配布事業数

目標
事業

16 12 

一 般 財 源 円 404,621 729,000

財

源

内

訳

－　達成率 ％ 75.00 －　 －　 －　

目標
－

実績

実績

－　 －　

－

目標
－

－
達成率 ％ －　 －　 －　

実績 350

－　

成
果
指
標

配布数

目標
冊

400 400

達成率 ％ －　 －　 －　 －　

－　

－

目標
－

実績

達成率 ％ 87.50 －　 －　 －　

達成率 ％ －　 －　 －　 －　 －　

備

考

施策の
柱CD

0000

0000

0101

計画名称

地域福祉計画

地域福祉計画



事務事業名 健康増進総務事業 事業期間 年度 係内番号2013 ～ 05

担 当 部 署 健康福祉部 健康づくり推進課 健康推進係 連絡先 330

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

新年度の

実施計

画・予算

要求事項

（改革・

改善策）

事

中

評

価 課長評価日

2022年度

当年度開
始後、約
５ヶ月が経
過し、新た
に生じた問
題点や環
境の変化

成

果
翌年
度
方向
性

コスト

2022年度
成

果

指

標

分

析

（

変

動

要

因

）

　健康手帳配布数減少す
る結果となった。各種健
診、医療機関で配布できる
ようになっているが、積極
的な勧めがなかったこと
と、対象者により糖尿病連
携手帳、血圧手帳等を活
用しているため、健康手帳
活用希望者が減ったため
と考えられる。

　

事

　

後

　

評

 
価

（

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

K

）

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

総

合

評

価

成
　
果

　健康手帳を活用できた方
は、健康診断やがん検診
の結果を蓄積することで、
生活習慣病等の発症予防
や重症化予防に役立てる
ことができた。

課
　
題

　健康手帳に健康診断や
がん検診の結果を蓄積で
きても、体の中でどのよう
な状態が起きているか理
解し、何を気をつけたら良
いかわかるよう、支援が必
要と考える。

縮小
翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

最終評価年月日 2019年5月17日

作成担当者 佐々木佐代子

改

革

・

改

善

の

方

向

性

（

Ａ

Ｃ

Ｔ

）

成

果

や

コ

ス

ト

の

方

向

性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

　自分の健康診断やがん
検診の結果を蓄積するの
に、スマートフォンアプリを
活用したり、対象者により
糖尿病連携手帳、血圧手
帳等を活用しているため、
健康手帳活用希望者が減
少していくことが予想され
る。しかし、活用できる方も
いるが、利用数は減少・コ
ストの方向性は減少と考え
た。

縮小

最終評価責任者 栁澤　澄子



1

2

3

1

2

01 複数の柱にまたがる事業

基本計画② 01

項 01 目 03予 算 事 業 名 会計コード 01 款 04

現 状 と 背 景

（ ど う し て ）

現在肝炎ウイルスに感染し、感染に気がつかないままに進行し肝硬変、肝がんに移行する患者がいるため。

事業 06B・C型肝炎検査事業費

目

的

対

象

受 益 者
（ 誰 の た め に ）

市民

対 象
（ 直 接 働 き か け

る ）

第５次茅野市総合計画・前期事務事業評価シート（主要事務事業用） 04030207

事務事業名 B・C型肝炎検査事業 事業期間 年度 係内番号

【一般会計】 整理番号

～ 07

担 当 部 署 健康福祉部 健康づくり推進課 健康推進係 連絡先 330

計

画

（

Ｐ

L

Ａ

Ｎ

）

政

策

番

号

01

基

本

計

画

体

系

項目 計画CD

複数の柱にまたがる事業

実行計画 05 がん対策健康づくり計画（一般会計分）

施策の柱の名称
実行計画

の施策の

柱におけ

る指標と

の関連度

中
基本計画①

事 務 事 業 の 概要
（ 簡 潔 に わ か り や す く ）

・40歳～85歳の５歳刻みの年齢の方を対象にＢ型、Ｃ型肝炎の早期発見のための検査を行う。

市民

意 図
（どんな状態にしたいか）

検査を受け早期発見、治療につなげる。

手 段 ・ 方 法

（ ど う や っ て）

・Ｂ型、Ｃ型肝炎ウィルス検査を指定医療機関で実施する。

評

価

指

標

の

作

成

活

動

指

標

行 政 が 活 動 す る こ と で 作 り 出 す も の 指 標 名 称 単 位 算出方法・計算式・目標値設定の考え方など 最終目標値

対象者に通知を出す

変更

履歴

受診者への通知率 ％ 通知数÷受診対象者数 100

最終目標値

Ｂ型・Ｃ型肝炎検査受診者数が増える 受診率 ％ 25

算出方法・計算式・目標値設定の考え方など

受診者数÷対象者数成

果

指

標

成果・効果は何？ 指 標 名 称 単 位

変更

履歴

実

施

状

況

（

Ｄ

Ｏ

）
項 目 単位 2018年度（H30） 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

事 業 費 等 (a) 円 2,380,270 2,517,000

県 支 出 金 円 1,621,000 1,714,000

国 庫 支 出 金 円

その他特定財源 円

地 方 債 円

実績 100

活
動
指
標

受診者への通知率

目標
％

100 100 

一 般 財 源 円 759,270 803,000

財

源

内

訳

－　達成率 ％ 100.00 －　 －　 －　

目標
－

実績

実績

－　 －　

－

目標
－

－
達成率 ％ －　 －　 －　

実績 9

－　

成
果
指
標

受診率

目標
％

25 25

達成率 ％ －　 －　 －　 －　

－　

－

目標
－

実績

達成率 ％ 36.40 －　 －　 －　

達成率 ％ －　 －　 －　 －　 －　

備

考

施策の
柱CD

0000

0000

0101

計画名称

地域福祉計画

地域福祉計画



事務事業名 B・C型肝炎検査事業 事業期間 年度 係内番号～ 07

担 当 部 署 健康福祉部 健康づくり推進課 健康推進係 連絡先 330

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

新年度の

実施計

画・予算

要求事項

（改革・

改善策）

事

中

評

価 課長評価日

2022年度

当年度開
始後、約
５ヶ月が経
過し、新た
に生じた問
題点や環
境の変化

成

果
翌年
度
方向
性

コスト

2022年度
成

果

指

標

分

析

（

変

動

要

因

）

5歳刻みでの検査の実施
が
2巡目になっており、受診
率も昨年とほぼ同様であっ
た。

　

事

　

後

　

評

 
価

（

Ｃ

Ｈ

Ｅ

Ｃ

K

）

項目 2018年度（H30) 2019年度 2020年度 2021年度

総

合

評

価

成
　
果

4・5・6月で5817人の対象
者に検診票の発送を行っ
た。
検査の結果要精密検査に
なった人に対して、状況確
認、受診勧奨を行った。

課
　
題

対象者全員に通知すること
により、自らのことと意識し
てもらえるような周知をして
いく。早期発見し、重症化
させないために必要な検査
であるため、今後も多くの
人に受けていただけるよう
にする。

現状維持
翌々
年度
方向
性

成

果

コスト

最終評価年月日 2019年5月17日

作成担当者 松見　沙織

改

革

・

改

善

の

方

向

性

（

Ａ

Ｃ

Ｔ

）

成

果

や

コ

ス

ト

の

方

向

性

の

内

容

及

び

改

革

・

改

善

策

肝炎を早期発見し、重症化
を防ぐためにも、まだ検診
を受けたことがない人に受
けてもらえるように個別勧
奨通知を継続し、必要性を
周知していく。

現状維持

最終評価責任者 栁澤　澄子


